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新年度予算 

　
合
併
４
年
目
と
し
て
、
長
期
総
合
計
画
の
着
実
な

推
進
を
念
頭
に
置
き
、
行
財
政
改
善
と
、
施
策
の
選

択
と
集
中
の
も
と
、
特
に
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
元
気
な
三
原
づ
く
り
の
推
進
、
産
業
の
振

興
、
都
市
基
盤
整
備
の
促
進
、
き
め
細
や
か
な
福
祉

施
策
の
充
実
を
重
点
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
、
自
立
し
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
を
抜
粋
し
て
、
長
期
総
合
計
画
の
６
つ
の
施
策
大
綱
に
沿
っ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○ 

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

○ 

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

○ 

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

○ 

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

三原市長　五藤康之

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
へ

元気な三原市の実現に向けて

一般会計予算　451億3,600万円

人
が
ふ
れ
あ
い
、
と
も
に
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り

人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

市民が気軽に活動でき、交流を深め、

芸術に親しめるポポロ

▲

地域の人に見守られて遊びも勉強も
放課後子ども教室

▲

お星さまがきれいだな！宇根山天文台の
観望会

▲

住
民
協
働
の
推
進 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現 

　
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
具
体
的
に
進
め
、

生
涯
学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
、
豊
か

な
人
生
と
潤
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
老
人
大
学
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
を

設
置
し
、
学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
放
課
後
に
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
が

過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
市
内

30
小
学
校
す
べ
て
で
の
開
設
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　　
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
全
国
に
誇
る
三
原
市
教
育
の
創
造
を

め
ざ
し
、
教
育
創
造
プ
ラ
ン
推
進
事
業

を
中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
英
語
指
導
助
手
、
障
害
児
介
助
員
、

心
の
教
室
相
談
員
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
や
通
学

路
の
見
守
り
な
ど
子
ど
も
の
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
ま
す
。

　
西
小
学
校
の
建
て
替
え
の
た
め
の
実

施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
鷺
浦
小
学
校
・

幼
稚
園
を
中
学
校
跡
地
に
移
転
す
る
た

め
の
改
修
工
事
と
、
引
き
続
き
第
一
中

学
校
の
建
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
給
食
施
設
は
、
旧
三
原
の
共
同

調
理
場
の
基
本
計
画
、
実
施
設
計
に
着

手
し
、
給
食
の
安
全
性
確
保
と
業
務
の

効
率
化
を
進
め
ま
す
。

　　
昨
年
完
成
し
た
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
︵
ポ

ポ
ロ
︶
で
10
月
に
﹁
鼓
童
﹂
公
演
、
11
月
に

﹁
N
H
K
の
ど
自
慢
﹂
公
開
録
画
を
行
い

ま
す
。
文
化
創
造
の
拠
点
と
し
て
、
文

化
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

　
三
原
城
跡
天
主
台
へ
の
昇
降
階
段
の

改
良
や
、
城
跡
周
辺
の
公
有
化
を
進
め
、

周
辺
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
市
民
体
育
大
会
を
は
じ
め
、
プ
ロ
野

球
名
球
会
に
よ
る
野
球
教
室
な
ど
を
開

催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
め
ざ
す
﹁
市

民
ひ
と
り
、
１
ス
ポ
ー
ツ
﹂
を
推
進
し

ま
す
。

　
す
な
み
海
浜
公
園
内
に
幼
児
プ
ー
ル
を
、

三
原
運
動
公
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
を
整
備
し
、
幼
児
・
青
少
年
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
青
少
年
の
体
験
活
動
の
場
と
し
て
、

宇
根
山
天
文
台
の
天
体
望
遠
鏡
の
改
修

や
宇
根
山
家
族
村
の
夏
季
休
暇
中
の
開

村
を
実
施
し
、
活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
仕
事
や
就
職
に
関
す
る
不
安
や

悩
み
を
持
つ
若
者
の
相
談
窓
口
﹁
み
は

ら
一
日
若
者
し
ご
と
館
﹂
を
開
設
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
人

づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
・
社
会
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
少
年
少
女
海
外
研

修
や
、
市
民
に
よ
る
国
際
交
流
活
動
な
ど

を
通
じ
た
国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り
、

外
国
語
を
併
記
し
た
市
勢
要
覧
の
活
用
や

イ
キ
い
き
体
験
ガ
イ
ド
に
よ
る
生
活
情
報

の
提
供
な
ど
、
国
際
化
に
対
応
し
た
地
域

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
議
会
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
関

係
団
体
・
市
民
で
構
成
さ
れ
る
新
庁
舎
建

設
整
備
検
討
会
で
、
そ
の
機
能
や
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

国
際
交
流
・
国
際
協
力 

　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
講
演
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
推
進
施
策

の
具
体
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
住
民

自
治
組
織
に
対
し
て
は
、
住
民
組
織
活
動

支
援
費
補
助
の
制
度
を
創
設
し
、
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
市
民
の
意
見

公
募
︶
制
度
を
導
入
し
、
市
民
に
対
し
て

開
か
れ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
推
進 

生
涯
学
習
の
推
進 

学
校
教
育
の
充
実 

子
ど
も
の
安
全 

学
校
環
境
の
充
実 

文
化
の
振
興 

文
化
財
の
保
護 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

青
少
年
の
健
全
育
成 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設 
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元気な三原市の実現に向けて

一般会計予算　451億3,600万円
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学
校
環
境
の
充
実 

文
化
の
振
興 

文
化
財
の
保
護 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

青
少
年
の
健
全
育
成 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設 
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健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

　
海
上
セ
ミ
ナ
ー
、
星
空
観
測
会
な

ど
を
開
催
し
、
環
境
保
全
に
つ
い
て

市
民
の
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
で
構

成
す
る
、
み
は
ら
し
環
境
会
議
を
設
立
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
環
境
保
全
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

　
竣
工
後
40
年
が
経
過
し
た
浄
化
場
の
整

備
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
調
査
を
行
い
、
処
理
施
設

の
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
本
郷
町
東
本
通
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
将
来
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
る
た
め
、
２
か
年
で
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
計
画

的
な
配
水
管
の
整
備
や
老
朽
管
の
更
新
を

進
め
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の
効
率
化
・
経

営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　　
昨
年
度
ま
で
に
、
９
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

︵
人
口
普
及
率
の
約
28
・
０
％
︶
の
区
域
で
、

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
汚
水
管
渠
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

防
犯

　
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
防
犯
施

策
の
計
画
的
・
効
果
的
な
推
進
に
努
め

ま
す
。

防
災

　
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、

災
害
危
機
管
理
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と

連
携
し
、
高
潮
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全

　
効
果
的
・
効
率
的
な
啓
発
活
動
の
実

施
と
、
危
険
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
火
災
予
防
を
推
進
し
火
災
の
減
少
を

図
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の
充
実
・
強

化
を
め
ざ
し
、
防
火
水
槽
や
消
防
施
設

設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　　
市
事
業
と
し
て
幸
崎
地
区
が
、
県
事

業
と
し
て
、
三
原
内
港
地
区
と
松
浜
地

区
、
下
木
原
地
区
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
水
排
水
対
策
と
し
て
、
西

町
地
区
と
松
浜
地
区
で
事
業
着
手
し
ま

す
。

　
須
波
西
町
須
波
ハ
イ
ツ
第
四
中
学
校

北
地
区
、
沼
田
東
町
本
市
地
区
、
本
郷

町
上
北
方
田
村
窪
地
区
、
本
郷
町
余
井

地
区
の
工
事
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
農
業
・
農
村
地
域
の
発
展
の
方
向
性
を

示
す
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
農
業
の
後
継
者
確
保
の
た
め
新

規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
小
坂
地
区
、
久
井
東
お
よ
び
泉
地
区
の

ほ
場
整
備
を
進
め
、
今
年
度
末
の
完
成
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
新
規
地
区
と
し
て
泉
北
・

沼
田
西
地
区
の
予
定
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

林
業
の
振
興

　
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
の
た

め
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
景
観
林
道
須
波
竜
王
線
な
ど
の
林
道
整

備
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
林
道
整

備
事
業
費
補
助
制
度
に
よ
り
、
林
内
道
路

網
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

　
漁
業
協
同
組
合
の
経
営
基
盤
強
化
の
た

め
合
併
を
支
援
す
る
ほ
か
、
能
地
漁
港
の

改
修
を
行
い
ま
す
。

 

過
疎
・
高
齢
化
対
策

　
実
態
に
あ
っ
た
過
疎
・
高
齢
化
対
策
へ

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
民

参
加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
課
題

解
決
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

工
業
の
促
進

　
三
原
西
部
・
久
井
・
大
和
工
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
郷

工
業
団
地
の
早
期
造
成
と
先
端
企
業
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　
久
井
工
業
団
地
の
用
水
確
保
対
策
を
計

画
的
に
実
施
し
、
ま
た
大
和
工
業
団
地
の

用
水
確
保
対
策
も
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
補
助
金
制
度

に
よ
り
、
集
客
性
の
向
上
や
賑
わ
い
の
創

出
を
行
う
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。
新
た
に
発
足
す
る
検
討
会
と
協
働
し
、

総
合
的
に
活
性
化
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
金
融
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
融
資
預
託
金
を
引
き
上
げ
、
活

動
支
援
を
し
ま
す
。

　
父
親
が
育
児
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
た

め
の
お
父
さ
ん
手
帳
の
交
付
、
児
童
虐
待

対
策
の
た
め
に
児
童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
子
育
て
に
関
す
る
啓
発
を

図
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
小
泉
小
学
校
と
須
波
小
学

校
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
病
児
・
病
後
児
な
ど
特
別
保
育
事

業
の
充
実
や
、
保
育
環
境
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　
大
和
認
定
こ
ど
も
園
は
、
一
時
保
育
事

業
な
ど
を
一
体
的
に
実
施
し
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
連
携
型
の
利
点
を
生
か
し
た
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
市
内
５
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
介
護
・
認
知
症
予
防
や
高
齢

者
の
相
談
事
業
な
ど
を
包
括
的
に
進
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
で
は
、
適
正
な
給
付
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　
今
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
、
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
と
連
携
し
、
円
滑
な
制
度
の
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
障
害
者
の
自
立
に
向
け
て
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

障
害
児
の
い
る
家
庭
の
子
育
て
保
育
を
支

援
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
　

　
乳
が
ん
検
診
無
料
化
や
妊
婦
健
診
の
公

費
負
担
を
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
す
な
ど

健
診
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
予
防
、
軽
度
発
達
障
害
児

支
援
の
観
点
か
ら
、
サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ

に
母
子
相
談
室
を
設
置
し
ま
す
。

　　
く
い
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
世
羅
中
央
病
院
と
の
再
編
協
議
を
進
め

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実 

保
育
所
の
運
営 

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
の
充
実 

社
会
福
祉
の
充
実 

保
健
事
業
の
充
実 

地
域
医
療
の
確
保 

環
境
保
全
・
循
環
型
社
会 

区
画
整
理 

生
活
基
盤
の
整
備 

水
道
事
業 

公
共
下
水
道 

生
活
の
安
全 

消
防 

高
潮
・
雨
水
対
策 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策 

本町古浜線

糸崎港線

円一皆実線

平成14年４月
開通

平成11年3月
開通

平成13年3月
開通 第2期整備区間

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本町古浜線

糸崎港線

円一皆実線

平成14年４月
開通

平成11年3月
開通

平成13年3月
開通

平成19年5月
開通 第2期整備区間

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本郷久井線 

三原竹原線 

三原東城線 

尾道三原線 

国道 ２ 号 

木原道路 

三原バイパス開通部分 
三原バイパス未開通部分 
県道 
都市計画道路 

古城通糸崎線古城通糸崎線

平成19年5月
開通

三原バイパス 

区
に
お
い
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
懸
案
の
国
道
２
号
の
渋
滞
解
消
と
騒

三
原
バ
イ
パ
ス

　
糸
崎
町
時
広
ラ
ン
プ
か
ら
下
木
原
地

45
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健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

　
海
上
セ
ミ
ナ
ー
、
星
空
観
測
会
な

ど
を
開
催
し
、
環
境
保
全
に
つ
い
て

市
民
の
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
や
事
業
者
、
各
種
団
体
で
構

成
す
る
、
み
は
ら
し
環
境
会
議
を
設
立
し
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
環
境
保
全
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

　
竣
工
後
40
年
が
経
過
し
た
浄
化
場
の
整

備
は
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

環
境
影
響
評
価
調
査
を
行
い
、
処
理
施
設

の
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
本
郷
町
東
本
通
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
将
来
を
展
望
し
た
都
市
づ
く
り
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
る
た
め
、
２
か
年
で
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
水
道
事
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
計
画

的
な
配
水
管
の
整
備
や
老
朽
管
の
更
新
を

進
め
、
引
き
続
き
事
務
事
業
の
効
率
化
・
経

営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　　
昨
年
度
ま
で
に
、
９
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

︵
人
口
普
及
率
の
約
28
・
０
％
︶
の
区
域
で
、

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
約
40
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
汚
水
管
渠
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

防
犯

　
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、
防
犯
施

策
の
計
画
的
・
効
果
的
な
推
進
に
努
め

ま
す
。

防
災

　
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、

災
害
危
機
管
理
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
と

連
携
し
、
高
潮
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全

　
効
果
的
・
効
率
的
な
啓
発
活
動
の
実

施
と
、
危
険
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　
火
災
予
防
を
推
進
し
火
災
の
減
少
を

図
る
と
と
も
に
、
消
防
力
の
充
実
・
強

化
を
め
ざ
し
、
防
火
水
槽
や
消
防
施
設

設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　　
市
事
業
と
し
て
幸
崎
地
区
が
、
県
事

業
と
し
て
、
三
原
内
港
地
区
と
松
浜
地

区
、
下
木
原
地
区
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
水
排
水
対
策
と
し
て
、
西

町
地
区
と
松
浜
地
区
で
事
業
着
手
し
ま

す
。

　
須
波
西
町
須
波
ハ
イ
ツ
第
四
中
学
校

北
地
区
、
沼
田
東
町
本
市
地
区
、
本
郷

町
上
北
方
田
村
窪
地
区
、
本
郷
町
余
井

地
区
の
工
事
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

農
業
の
振
興

　
農
業
・
農
村
地
域
の
発
展
の
方
向
性
を

示
す
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
農
業
の
後
継
者
確
保
の
た
め
新

規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
小
坂
地
区
、
久
井
東
お
よ
び
泉
地
区
の

ほ
場
整
備
を
進
め
、
今
年
度
末
の
完
成
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
新
規
地
区
と
し
て
泉
北
・

沼
田
西
地
区
の
予
定
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

林
業
の
振
興

　
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
の
た

め
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
景
観
林
道
須
波
竜
王
線
な
ど
の
林
道
整

備
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
林
道
整

備
事
業
費
補
助
制
度
に
よ
り
、
林
内
道
路

網
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

　
漁
業
協
同
組
合
の
経
営
基
盤
強
化
の
た

め
合
併
を
支
援
す
る
ほ
か
、
能
地
漁
港
の

改
修
を
行
い
ま
す
。

 

過
疎
・
高
齢
化
対
策

　
実
態
に
あ
っ
た
過
疎
・
高
齢
化
対
策
へ

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
民

参
加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
課
題

解
決
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

工
業
の
促
進

　
三
原
西
部
・
久
井
・
大
和
工
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
郷

工
業
団
地
の
早
期
造
成
と
先
端
企
業
の
誘

致
に
努
め
ま
す
。

　
久
井
工
業
団
地
の
用
水
確
保
対
策
を
計

画
的
に
実
施
し
、
ま
た
大
和
工
業
団
地
の

用
水
確
保
対
策
も
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

　
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
補
助
金
制
度

に
よ
り
、
集
客
性
の
向
上
や
賑
わ
い
の
創

出
を
行
う
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。
新
た
に
発
足
す
る
検
討
会
と
協
働
し
、

総
合
的
に
活
性
化
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
金
融
対
策
と
し
て
、

中
小
企
業
融
資
預
託
金
を
引
き
上
げ
、
活

動
支
援
を
し
ま
す
。

　
父
親
が
育
児
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
た

め
の
お
父
さ
ん
手
帳
の
交
付
、
児
童
虐
待

対
策
の
た
め
に
児
童
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
子
育
て
に
関
す
る
啓
発
を

図
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
小
泉
小
学
校
と
須
波
小
学

校
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
病
児
・
病
後
児
な
ど
特
別
保
育
事

業
の
充
実
や
、
保
育
環
境
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　
大
和
認
定
こ
ど
も
園
は
、
一
時
保
育
事

業
な
ど
を
一
体
的
に
実
施
し
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
連
携
型
の
利
点
を
生
か
し
た
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
市
内
５
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
介
護
・
認
知
症
予
防
や
高
齢

者
の
相
談
事
業
な
ど
を
包
括
的
に
進
め
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
で
は
、
適
正
な
給
付
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　
今
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
、
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
と
連
携
し
、
円
滑
な
制
度
の
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
障
害
者
の
自
立
に
向
け
て
、
障
害
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

障
害
児
の
い
る
家
庭
の
子
育
て
保
育
を
支

援
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
　

　
乳
が
ん
検
診
無
料
化
や
妊
婦
健
診
の
公

費
負
担
を
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
す
な
ど

健
診
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
予
防
、
軽
度
発
達
障
害
児

支
援
の
観
点
か
ら
、
サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ

に
母
子
相
談
室
を
設
置
し
ま
す
。

　　
く
い
市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
世
羅
中
央
病
院
と
の
再
編
協
議
を
進
め

ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実 

保
育
所
の
運
営 

自
然
と
共
生
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

交
通
・
情
報
・
観
光
基
盤
の
充
実
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
の
充
実 

社
会
福
祉
の
充
実 

保
健
事
業
の
充
実 

地
域
医
療
の
確
保 

環
境
保
全
・
循
環
型
社
会 

区
画
整
理 

生
活
基
盤
の
整
備 

水
道
事
業 

公
共
下
水
道 

生
活
の
安
全 

消
防 

高
潮
・
雨
水
対
策 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
対
策 

本町古浜線

糸崎港線

円一皆実線

平成14年４月
開通

平成11年3月
開通

平成13年3月
開通 第2期整備区間

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本町古浜線

糸崎港線

円一皆実線

平成14年４月
開通

平成11年3月
開通

平成13年3月
開通

平成19年5月
開通 第2期整備区間

三原バイパス　9.9km 木原道路　3.8km

本郷久井線 

三原竹原線 

三原東城線 

尾道三原線 

国道 ２ 号 

木原道路 

三原バイパス開通部分 
三原バイパス未開通部分 
県道 
都市計画道路 

古城通糸崎線古城通糸崎線

平成19年5月
開通

三原バイパス 

区
に
お
い
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
懸
案
の
国
道
２
号
の
渋
滞
解
消
と
騒

三
原
バ
イ
パ
ス

　
糸
崎
町
時
広
ラ
ン
プ
か
ら
下
木
原
地

45
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事
務
・
権
限
の
移
譲 

　
市
民
に
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
県
か
ら
建
築
確
認
事
務

や
県
道
の
維
持
修
繕
な
ど
30
項
目
の
事
務
・

権
限
が
移
り
ま
す
。

本郷大和線 

空港大橋 

アーチ部が結合したフライトロード▲

そ
の
他

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先 

財
政
課
︵

0
8
4
8

6
0
2
8

0
8
4
8

7
1
0
1
︶

青線　　　　　本郷大和線開通部分 
黄線　　　　　　　〃　　未開通部分 

音
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
、
引

き
続
き
三
原
バ
イ
パ
ス
の
早
期
全
線
開

通
と
、
三
原
バ
イ
パ
ス
と
尾
道
バ
イ
パ

ス
を
結
ぶ
木
原
道
路
の
早
期
完
成
を
国

に
強
く
要
望
し
ま
す
。

 

県
道
の
整
備

三
原
東
城
線

　
恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
の
用
地
測
量
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

三
原
竹
原
線

　
小
泉
町
の
小
泉
病
院
前
か
ら
甲
原
交

差
点
の
区
間
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

尾
道
三
原
線

　
引
き
続
き
太
郎
谷
付
近
の
用
地
取
得

を
進
め
ま
す
。
三
原
東
高
校
か
ら
中
之

町
小
学
校
ま
で
の
区
間
の
工
事
は
今
年

度
で
完
了
し
ま
す
。
　

　三
原
本
郷
線

　
西
野
の
大
西
川
沿
い

の
区
間
は
、
引
き
続
き

用
地
取
得
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
小
坂
町
で
は
、

小
坂
川
西
側
の
道
路
工

事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
大
和
線
︵
広
島
中

央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
︶

　
引
き
続
き
、
空
港
大

橋
ア
ー
チ
部
の
架
橋
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

都
市
計
画
道
路

古
城
通
糸
崎
線

　
糸
崎
四
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
の
区

間
の
道
路
工
事
を
引
き
続
き
進
め
、
新

た
に
五
丁
目
地
内
の
測
量
・
設
計
な
ど

を
行
い
ま
す
。

糸
崎
港
線

　
天
保
踏
切
に
架
か
る
歩
道
橋
の
工
事

を
引
き
続
き
進
め
、
今
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

円
一
皆
実
線

　
引
き
続
き
、
羽
仁
踏
切
西
側
部
の
用

地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
町
古
浜
線

　
引
き
続
き
、
広
島
大
学
附
属
三
原
幼

稚
園
・
小
・
中
学
校
周
辺
の
用
地
取
得

と
三
原
城
跡
北
側
１
３
０
ｍ
の
工
事
を

行
い
ま
す
。

市
道
の
整
備

木
原
町
23
号
線

　
引
き
続
き
、
木

原
踏
切
北
側
か
ら

木
原
小
学
校
南
側

ま
で
の
区
間
で
、

用
地
取
得
と
一
部

工
事
を
行
い
ま
す
。

西
町
29
号
線

　
西
町
一
丁
目
、

西
野
川
に
架
か
る

橋
り
ょ
う
の
架
け

替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
梶

新
橋
を
撤
去
し
、
左
岸
橋
台
と
橋
脚
工

事
を
行
い
ま
す
。

本
郷
町
駅
前
愛
宕
線
・
駅
前
惣
門
線

　
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し

て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
県
道
本
郷

久
井
線
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
用
地

取
得
と
工
事
を
行
い
ま
す
。

久
井
町
下
谷
線

　
久
井
町
久
井
南
小
学
校
北
側
か
ら
下

谷
橋
南
側
の
区
間
に
つ
い
て
、
測
量
設

計
を
行
い
ま
す
。

大
和
町
平
坂
線

　
引
き
続
き
、
県
道
下
徳
良
本
郷
線
か

ら
約
６
０
０
ｍ
の
区
間
で
工
事
を
行
い
、

今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

　
地
域
公
共
交
通
の
整
備
は
、
利
用
者
、

事
業
者
、
関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
、
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

情
報
基
盤
整
備

　
沼
田
東
地
区
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷

設
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
加
入
促

進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
な
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

港
湾
整
備
事
業

　
尾
道
糸
崎
港
松
浜
地
区
第
１
工
区
の

埋
立
工
事
が
完
了
し
、
道
路
整
備
な
ど

に
着
手
し
ま
す
。
貝
野
地
区
で
は
引
き

続
き
、
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

観
光
・
交
流
の
活
性
化

　
筆
影
山
・
竜
王
山
を
題
材
と

し
た
瀬
戸
の
風
景
写
真
の
全
国

規
模
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
定

住
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
型
観
光
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
　

　
交
流
・
定
住
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
な
情
報
発
信
と

受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
、
地
域
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
感
の

醸
成
や
観
光
振
興
、

交
流
・
定
住
促
進

を
図
る
た
め
、
新

た
に
ふ
る
さ
と
情

報
発
信
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
一
般
会
計
４
５
１
億
３， 

６
０
０

万
円
に
、
23
の
特
別
会
計
と
病
院
、

水
道
の
事
業
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、

７
６
７
億
１， 

９
９
１
万
１
千
円
で
す
。

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
、

13
・
５
％
の
減
少
で
す
。

一
般
会
計
４
５
１
億
３， 

６
０
０
万
円

前
年
度
当
初
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
０
・
４
％
増

新
年
度
予
算 

 

筆影山からの素晴らしい眺望▲

歳入
合計

451億3,600万円

市税

諸収入20億6,937万2千円
（4.6％）

使用料・手数料
分担金・負担金
16億4,253万3千円（3.6％）

地方交付税

国庫支出金49億6,525万円（11.0％）

市債46億8,130万円
（10.4％）

その他17億1,216万6千円
　　　　　　　　（3.8％）

県支出金
24億6,000万3千円
（5.4％）

地方譲与税
6億3,211万1千円（1.4％）

繰入金・繰越金・寄附金
15億864万9千円（3.3％）

163億
2,202万
4千円
（36.2％）

86億600万円
　（19.1％）

歳出
（目的別）

合計

歳出
（性質別）

合計
451億3,600万円

総務費
51億5,606万9千円
　（11.4％）

民生費
118億
　　9,806万
　　　6千円
　　　（26.3％）

衛生費
24億7,535万5千円
（5.5％）

人件費

扶助費

公債費

投資的経費物件費
46億8,561万3千円
（10.4％）

補助費等
37億3,773万3千円
（8.3％）

維持補修費
7億5,193万円（1.7％）

その他53億3,007万9千円（11.7％）

労働費
3億547万7千円（0.7％）

農林水産業費
17億343万6千円
（3.8％）

商工費
16億5,958万7千円（3.7％）

消防費16億8,830万円（3.7％）

教育費
38億9,542万6千円
（8.6％）

公債費

その他2億3,744万4千円
（0.6％）

議会費4億1,153万7千円（0.9％）

82億5,242万
5千円（18.3％）

74億5,287万8千円

90億8,601万円
　　　（20.2％）

74億5,279万5千円（16.5％）

80億4,183万3千円
（17.8％）

●
投
資
的
経
費
　
施
設
な
ど
の
建
設
に
要
す
る
経
費

●
補

助

費

等
　
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担
金

60億5,000万7千円（13.4％）

82億5,242万
5千円（18.3％）

74億5,287万8千円
（16.5％）

74億5,279万5千円（16.5％）

80億4,183万3千円
（17.8％）

60億5,000万7千円（13.4％）

土木費

公債費

（16.5％）

451億3,600万円

投資的経費

公債費

67

財産収入5億3,659万2千円（1.2％）
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事
務
・
権
限
の
移
譲 

　
市
民
に
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
県
か
ら
建
築
確
認
事
務

や
県
道
の
維
持
修
繕
な
ど
30
項
目
の
事
務
・

権
限
が
移
り
ま
す
。

本郷大和線 

空港大橋 

アーチ部が結合したフライトロード▲

そ
の
他

予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先 

財
政
課
︵

0
8
4
8

6
0
2
8

0
8
4
8

7
1
0
1
︶

青線　　　　　本郷大和線開通部分 
黄線　　　　　　　〃　　未開通部分 

音
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
、
引

き
続
き
三
原
バ
イ
パ
ス
の
早
期
全
線
開

通
と
、
三
原
バ
イ
パ
ス
と
尾
道
バ
イ
パ

ス
を
結
ぶ
木
原
道
路
の
早
期
完
成
を
国

に
強
く
要
望
し
ま
す
。

 

県
道
の
整
備

三
原
東
城
線

　
恵
下
谷
バ
イ
パ
ス
の
用
地
測
量
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

三
原
竹
原
線

　
小
泉
町
の
小
泉
病
院
前
か
ら
甲
原
交

差
点
の
区
間
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

尾
道
三
原
線

　
引
き
続
き
太
郎
谷
付
近
の
用
地
取
得

を
進
め
ま
す
。
三
原
東
高
校
か
ら
中
之

町
小
学
校
ま
で
の
区
間
の
工
事
は
今
年

度
で
完
了
し
ま
す
。
　

　三
原
本
郷
線

　
西
野
の
大
西
川
沿
い

の
区
間
は
、
引
き
続
き

用
地
取
得
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　
ま
た
小
坂
町
で
は
、

小
坂
川
西
側
の
道
路
工

事
を
進
め
ま
す
。

本
郷
大
和
線
︵
広
島
中

央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
︶

　
引
き
続
き
、
空
港
大

橋
ア
ー
チ
部
の
架
橋
工
事
な
ど
を
行
い

ま
す
。

都
市
計
画
道
路

古
城
通
糸
崎
線

　
糸
崎
四
丁
目
か
ら
五
丁
目
ま
で
の
区

間
の
道
路
工
事
を
引
き
続
き
進
め
、
新

た
に
五
丁
目
地
内
の
測
量
・
設
計
な
ど

を
行
い
ま
す
。

糸
崎
港
線

　
天
保
踏
切
に
架
か
る
歩
道
橋
の
工
事

を
引
き
続
き
進
め
、
今
年
度
の
完
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

円
一
皆
実
線

　
引
き
続
き
、
羽
仁
踏
切
西
側
部
の
用

地
取
得
な
ど
を
行
い
ま
す
。

本
町
古
浜
線

　
引
き
続
き
、
広
島
大
学
附
属
三
原
幼

稚
園
・
小
・
中
学
校
周
辺
の
用
地
取
得

と
三
原
城
跡
北
側
１
３
０
ｍ
の
工
事
を

行
い
ま
す
。

市
道
の
整
備

木
原
町
23
号
線

　
引
き
続
き
、
木

原
踏
切
北
側
か
ら

木
原
小
学
校
南
側

ま
で
の
区
間
で
、

用
地
取
得
と
一
部

工
事
を
行
い
ま
す
。

西
町
29
号
線

　
西
町
一
丁
目
、

西
野
川
に
架
か
る

橋
り
ょ
う
の
架
け

替
え
工
事
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
梶

新
橋
を
撤
去
し
、
左
岸
橋
台
と
橋
脚
工

事
を
行
い
ま
す
。

本
郷
町
駅
前
愛
宕
線
・
駅
前
惣
門
線

　
引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し

て
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
県
道
本
郷

久
井
線
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
、
用
地

取
得
と
工
事
を
行
い
ま
す
。

久
井
町
下
谷
線

　
久
井
町
久
井
南
小
学
校
北
側
か
ら
下

谷
橋
南
側
の
区
間
に
つ
い
て
、
測
量
設

計
を
行
い
ま
す
。

大
和
町
平
坂
線

　
引
き
続
き
、
県
道
下
徳
良
本
郷
線
か

ら
約
６
０
０
ｍ
の
区
間
で
工
事
を
行
い
、

今
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

　
地
域
公
共
交
通
の
整
備
は
、
利
用
者
、

事
業
者
、
関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
、
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

情
報
基
盤
整
備

　
沼
田
東
地
区
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
敷

設
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
加
入
促

進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多
様
な
情

報
を
提
供
し
ま
す
。

港
湾
整
備
事
業

　
尾
道
糸
崎
港
松
浜
地
区
第
１
工
区
の

埋
立
工
事
が
完
了
し
、
道
路
整
備
な
ど

に
着
手
し
ま
す
。
貝
野
地
区
で
は
引
き

続
き
、
埋
め
立
て
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

観
光
・
交
流
の
活
性
化

　
筆
影
山
・
竜
王
山
を
題
材
と

し
た
瀬
戸
の
風
景
写
真
の
全
国

規
模
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
や
定

住
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
型
観
光
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
　

　
交
流
・
定
住
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
な
情
報
発
信
と

受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
、
地
域
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
感
の

醸
成
や
観
光
振
興
、

交
流
・
定
住
促
進

を
図
る
た
め
、
新

た
に
ふ
る
さ
と
情

報
発
信
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
一
般
会
計
４
５
１
億
３， 

６
０
０

万
円
に
、
23
の
特
別
会
計
と
病
院
、

水
道
の
事
業
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、

７
６
７
億
１， 

９
９
１
万
１
千
円
で
す
。

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
、

13
・
５
％
の
減
少
で
す
。

一
般
会
計
４
５
１
億
３， 

６
０
０
万
円

前
年
度
当
初
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
０
・
４
％
増

新
年
度
予
算 

 

筆影山からの素晴らしい眺望▲

歳入
合計

451億3,600万円

市税

諸収入20億6,937万2千円
（4.6％）

使用料・手数料
分担金・負担金
16億4,253万3千円（3.6％）

地方交付税

国庫支出金49億6,525万円（11.0％）

市債46億8,130万円
（10.4％）

その他17億1,216万6千円
　　　　　　　　（3.8％）

県支出金
24億6,000万3千円
（5.4％）

地方譲与税
6億3,211万1千円（1.4％）

繰入金・繰越金・寄附金
15億864万9千円（3.3％）

163億
2,202万
4千円
（36.2％）

86億600万円
　（19.1％）

歳出
（目的別）

合計

歳出
（性質別）

合計
451億3,600万円

総務費
51億5,606万9千円
　（11.4％）

民生費
118億
　　9,806万
　　　6千円
　　　（26.3％）

衛生費
24億7,535万5千円
（5.5％）

人件費

扶助費

公債費

投資的経費物件費
46億8,561万3千円
（10.4％）

補助費等
37億3,773万3千円
（8.3％）

維持補修費
7億5,193万円（1.7％）

その他53億3,007万9千円（11.7％）

労働費
3億547万7千円（0.7％）

農林水産業費
17億343万6千円
（3.8％）

商工費
16億5,958万7千円（3.7％）

消防費16億8,830万円（3.7％）

教育費
38億9,542万6千円
（8.6％）

公債費

その他2億3,744万4千円
（0.6％）

議会費4億1,153万7千円（0.9％）

82億5,242万
5千円（18.3％）

74億5,287万8千円

90億8,601万円
　　　（20.2％）

74億5,279万5千円（16.5％）

80億4,183万3千円
（17.8％）

●
投
資
的
経
費
　
施
設
な
ど
の
建
設
に
要
す
る
経
費

●
補

助

費

等
　
各
種
団
体
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
や
負
担
金

60億5,000万7千円（13.4％）

82億5,242万
5千円（18.3％）

74億5,287万8千円
（16.5％）

74億5,279万5千円（16.5％）

80億4,183万3千円
（17.8％）

60億5,000万7千円（13.4％）

土木費

公債費

（16.5％）

451億3,600万円

投資的経費

公債費

67

財産収入5億3,659万2千円（1.2％）


